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米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
２
月
28
日
、
イ

ラ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
を
開
始
し
た
。
４
月
７

日
に
停
戦
合
意
が
成
立
し
た
も
の
の
、
３
ヵ

月
近
く
経
過
し
た
現
在
も
戦
争
状
態
は
完
全

に
は
終
結
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の

戦
争
の
背
景
と
今
後
の
行
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。 

 

起
死
回
生
を
狙
っ
た
「
戦
争
政
治
」 

 

昨
年
１
月
に
発
足
し
た
第
２
期
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
は
、
衰
退
す
る
米
国
経
済
と
国
際
的

影
響
力
を
立
て
直
す
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
就
任
直
後
か
ら
、
大
規

模
減
税
、
同
盟
国
へ
の
軍
事
費
負
担
増
要
求
、

高
関
税
政
策
、
強
硬
な
移
民
対
策
な
ど
を 

       

次
々
に
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
関
税
引
き

上
げ
に
よ
る
物
価
上
昇
は
米
国
民
の
生
活
を

圧
迫
し
、
国
内
で
は
批
判
が
急
速
に
広
が
っ

た
。 

 

そ
の
結
果
、
発
足
当
初
40
％
台
半
ば
だ

っ
た
支
持
率
は
、
昨
年
12
月
に
は
36
％

（
米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
）
ま
で
低
下
し
た
。

第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
発
足
か
ら
１
年

も
経
た
な
い
う
ち
に
深
刻
な
政
治
的
危
機
に

直
面
し
た
の
で
あ
る
。 

 

米
国
で
は
今
年
11
月
３
日
に
中
間
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
下
院
議
員
全
員
と
上

院
議
員
の
３
分
の
１
が
改
選
さ
れ
る
重
要
選

挙
だ
。
こ
の
ま
ま
支
持
率
低
下
が
続
け
ば
、

共
和
党
が
議
会
多
数
を
維
持
す
る
の
は
困
難 

       

だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
も
し
下
院
で
共
和
党

が
敗
北
す
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
対
す

る
弾
劾
論
議
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ

ラ
ン
攻
撃
の
違
法
性
を
含
め
、
弾
劾
理
由
に

は
事
欠
か
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
自
身
も
今
年
１

月
、「
中
間
選
挙
で
負
け
れ
ば
弾
劾
さ
れ
る

だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ト
ラ
ン
プ
は
中

間
選
挙
に
向
け
た
「
起
死
回
生
策
」
と
し
て

戦
争
に
活
路
を
見
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
１
月
に
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
を
行
っ
た

が
、
期
待
し
た
ほ
ど
支
持
率
は
上
昇
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
ト
ラ
ン
プ
は
、
さ
ら
に
大
き

な
「
戦
果
」
を
求
め
、
２
月
28
日
に
イ
ス

ラ
エ
ル
と
共
に
イ
ラ
ン
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た

 



◆時の動き 
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の
で
あ
る
。 

 
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
最
高
指
導
者
ハ

メ
ネ
イ
師
を
排
除
し
、
大
規
模
空
爆
を
加
え

れ
ば
イ
ラ
ン
体
制
は
崩
壊
す
る
と
計
算
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
体
制
崩
壊
後
に
は

イ
ラ
ン
の
豊
富
な
石
油
資
源
を
掌
握
で
き
る

と
の
思
惑
も
あ
っ
た
。 

 

中
間
選
挙
と
戦
争
の
行
方 

 

し
か
し
、
米
国
の
思
惑
通
り
に
は
進
ま
な

か
っ
た
。
イ
ラ
ン
は
新
た
な
指
導
体
制
を
整

え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
中
東
各
地
の
米
軍
基
地 

          

へ
の
反
撃
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ラ
ン

が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ
の
影
響
力
を
強
め
た
こ

と
で
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
約

20
％
が
不
安
定
化
し
、
国
際
的
な
石
油
危

機
が
発
生
し
た
。 

 

戦
争
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
国
内
外
で
孤
立
を
深
め
て
い
る
。
中

国
と
ロ
シ
ア
は
米
国
の
攻
撃
を
強
く
批
判
し
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
多
く
も
米
国
の
軍
事
協
力

要
請
を
拒
否
し
た
。 

 

国
内
で
も
反
発
は
拡
大
し
て
い
る
。
３
月

28
日
に
は
「
王
は
い
ら
な
い
（N

o K
in

gs

）」 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
米
規
模 

の
反
ト
ラ
ン
プ
・
デ
モ
が
行
わ

れ
、
８
０
０
万
人
以
上
が
参
加

し
た
。
４
月
27
日
の
ロ
イ
タ

ー
・
イ
プ
ソ
ス
調
査
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
支
持
率
は
34
％
ま
で

低
下
し
た
。
イ
ラ
ン
戦
争
は
、

成
功
し
た
と
は
言
い
難
い
。 

し
か
し
、
中
間
選
挙
を
目 

前
に
控
え
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、 

イ
ラ
ン
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
形
で
簡
単

に
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

か
と
い
っ
て
戦
争
を
拡
大
す
れ
ば
、
深
刻
な

石
油
危
機
と
世
界
経
済
の
混
乱
を
招
く
危
険

が
あ
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
戦
争

を
「
終
わ
ら
せ
る
こ
と
」
も
「
拡
大
す
る
こ

と
」
も
で
き
ず
、
現
在
の
よ
う
な
膠
着
状
態

を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
可
能
性
が
高
い
。
私

は
、
秋
以
降
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
退
陣
危
機

が
一
段
と
強
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
戦
争
終

結
へ
の
動
き
も
強
ま
る
と
見
て
い
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
反
ト
ラ
ン
プ
・
反
戦
運
動

を
さ
ら
に
強
化
し
、
戦
争
の
早
期
終
結
と
中

東
の
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
５
月
11
日
、
ト
ラ
ン
プ
は
イ
ラ
ン

の
和
平
提
案
を
拒
否
し
た
上
で
、「
イ
ラ
ン

は
生
命
維
持
装
置
に
つ
な
が
れ
た
状
態
だ
」

と
語
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
「
生
命
維
持
装

置
」
に
頼
っ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
ト
ラ
ン

プ
政
権
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
ソ
ン 

ヒ
ョ
ン
グ
ン
） 

４月５日、米大使館前で開かれたイラ

ン・ミナブ学校空爆１６８人子供たちの

追悼式で発言する孫亨根・韓統連議長 

 


